



1996年 9月ドイツのヴュルップルクで開催された EA J R S (European 
Association of Japanese Resource Specialists)第七回 Annualmeetingに図書館
から本間暁（事務副部長兼総務課長）と松下填也（図書課課長）の二名が参加
した。この会議はヨーロ ッパ各地の大学図書館などで日本語資料を取り扱って
いる司書と研究者の会議である。今回の会議には日本からの参加者も含め、 40
人ほどが参加した。この会議で本間が標題の報告を行ったので、それをここに
紹介する。（編集委員会）
早稲田大学の本間でございます。ヨーロッパにこのような会議があると
いうことは、聞いておりまして、是非一度出席してみたいと考えておりま
した。今回たまたまウイーンに、資料調査があり、この会議と時期的に一
致しましたので、すこし今の早稲田大学を中心として、日本の私立大学が
考えていること、あるいはやっていることをお話ししようかということで、
出席させていただきました。
簡単な英語のサマリーを作っておいたんですけど、手違いで準備されて
いないようですが、早稲田大学図書館の歴史や概要、それから、館蔵資料
の中の一部を紹介した小冊子を用意しましたので、それをご覧下さい。と
くに図書館のホームページのアドレス、テルネットを経由してのWINE、
早稲田の書誌データベース、 WasedaInformation NetworkということでW
INEと呼んでいますが、そのデータベースに入るための、アドレスなど
も載せてありますので、お役にたてばと思っております。
この会議には、 7年ほど前ロンドンで開催された時に、早稲田大学の、
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当時明治期マイクロ化プロジェクトの責任者でありました山本信男が、当
時図書館副館長であって、そのあと館長、それから現在は図書館担当の理
事になっています野口教授と一緒に参加させていただき早稲田大学の明治
期刊行物集成プロジェクトについての報告をしたということを聞いており
ます。
1987年に始まりました明治期刊行物集成のプロジェ クトは、劣化や散逸
の危機にさらされている明治期の刊行物をマイクロフィッシュに変換し、
利用と保存という二つの側面を少しでも保証しようという試みでした。早
稲田ではその対象を文学と言語部門に限定して、早稲田所蔵のもののマイ
クロフィッシュ化に取り組みました。その過程で早稲田のみならず、国内
では慶應、天理などの各図書館所蔵資料、外国ではカリフォルニア大学
バークレー校などの所蔵資料をお借りして、すこしでもより充実したもの
をとやってきました。このプロジェクトは雄松堂書店との共同事業として
行われ、この 6月に目録の最後が刊行され、全部で 2万点以上のマイクロ
フィッシュが完成しました。ご存知のように早稲田がこのプロジェクトを
始めた後に、国立国会図書館が明治期マイクロ化を猛烈な勢いで開始しま
した。当然同じ明治期であっても、早稲田と国会の所蔵には同じものもあ
れば、異なるものも多いわけです。それぞれ書店との共同事業の形を取り
ましたので、若干、面白くない面もないわけではありませんでしたが、い
ずれにしろ両者の成果をうまく利用すればよいわけです。たまたま明治期
についてのプロジェクトは、早稲田と国会図書館が何か競合するような形
になりましたが、今後、それぞれの資料をマイクロ化などしていく上で共
同の成果物を作ることができればと考えています。
資料の共同利用であるとか、共有化というような観点を、早稲田大学図
書館は非常に重要視しております。これからの図書館というものは、単独
でありうることは絶対ないだろうということを一番に考えております。
早稲田大学には中央図書館、キャンパス回書館をはじめとして、学生読
書室であるとか、研究所の図書室など30数ケ所の図書館、図書室がありま
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すが、それらの箇所の共同利用ということを前提にここ数年動いています。
この資料の共有化、共同利用ということでは、学内のみならず、学外との
連携も深めています。慶應義塾大学とは、それぞれ所属の利用者がそれぞ
れの図書館を利用することが出来ますし、高額資料などについては、分担
して収集する試みなども行われています。
早稲田大学は1882年、明治15年に創立されました私立大学です。学部が
8つ、大学院 8つの総合大学です。現在の学生・教員の数は約 5万人です。
ですから当然図書館の利用対象者も 5万人ということになります。
このヨーロッパでは、 ドイツのボンに、早稲田大学ヨーロッパセンター
というものを持っておりまして、ヨーロッパ各地の大学と早稲田大学の積
極的な交流を行っております。
医書館について申し上げますと、大学全体では390万冊の蔵書があり、
中央医書館には、国宝、重要文化財を含んで約170万冊が所蔵されていま
す。
屈書館の所蔵している資科というものについて少しお話しします。お配
りしましたパンフレットには所蔵の蘭学資料を紹介してあります。少し話
はズレますが、蘭学の資料を紹介しましたのはこの会議が「シーボルト博
物館」を会場にしていることと関係があります。早稲田大学図書館所蔵資
料のなかに「洋学文庫」というコレクションがあります。これはかつて大
槻玄沢の大槻家ですとか、勝俣詮吉郎元本学教授、岡村千曳元図書館長な
どの所蔵していたものを中心とした 4千点にのぼるコレクションです。そ
の中には、シーボルトが岡泰安に与えた外科技術証明書もあります。その
ようなことで満更この博物館が早稲田の図書館と関係ないこともないわけ
です。
それはさておき、早稲田大学図書館の資料は、やはり日本の図書館です
ので、和漢書・洋書というふうな区分けをするならば、和漢書中心の図書
館であると言ってよいだろうと思います。さきほど述べました明治期刊行
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物や蘭学であるとか、古典籍であるとか、漢籍であるとかを蔵書の核とし
ています。
大学の創立が1882年ですから、百年以上の歴史があり、その間に入って
きた本というのは、非常に古いものが、どんどん集まってきたわけです。
この間に収集された資料はかなりになるわけですし、加えて関東大震災や
戦災でもこれという被害を受けなかったこと、図書館員の資料保管に対す
る努力もあって、きちんとした蔵書構築が行われてきています。しかし、
よい蔵書構築は単に自然に資料が集まってきたということではなく、当然
意固的な、意識的な収集がその基礎にあるわけです。
明治37年に図書館長に就任した市島謙吉、号は春城というのですが、そ
の方は図書館長として今日の図書館の蔵書構築に大きな力となったといわ
れています。市島のふだんからの主張というのは、本というのは個人が所
蔵したりするものではなくて、いろんな人の前に赤裸にならなければ、本
としての使命はない、というのものでした。市島について書かれたものに
よりますと、彼は毎日毎日古本屋をまわって、どんどん書籍を買ってきた
と。とくに和漢書の収集に力を注いだとのことです。その時代には、実際
にまだ和漠の古書が、たくさんあって、まだ安かったということですが、
それ以上に、多分これはおいおい滅びて行くだろう、その滅びて行くであ
ろうものを、今、集めなければ将来絶対悔いが残る、というふうなことを
言っていたそうです。市島の時代に早稲田大学図書館に入ったものの中に
は、国宝に指定されている「礼記」や「玉篇」などをはじめ、多くの和漠
古書、たとえば「南総里見八犬伝」の草稿や「維新志士遺墨」などがあり
ます。このように意図的、意識的に資料を収集し、それも見識をもって収
集にあたる人がいなければ、今の早稲田大学図書館の貴重な資料というも
のは集ま らなかっただろうと思います。このようなことを考えるならば、
これからも図書館員というのはかなり意識的に資料を集めて行く、意識的
な形で、図書館を運営していかなければならないのではなかろうかという
ふうに考えているわけです。
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この、市島の、今の言葉で言えば、図書館における資料の共同利用であ
るとか、共有化という思想は早稲田大学固書館運営の大きなバック ボー ン
になっている、と言えます。
さて、本題と言いますか、今日この場でお話ししようとしていた現在の
大学図書館についてですが、なんといっても近年の情報化の進展が図書館
に与えた影響の大きさが話の中心となります。早稲田大学は1991年4月に
新しい中央図書館を開館しました。旧図書館の狭陰化、そして来るべき21
世紀の新しい情報環境に対応するために新図書館計画が策定されたわけで
す。計画が具体化したのは今から10数年くらい前でした。固書館では全館
員でさまざまなワーキ ング・グループを作り、検討を重ねました。当時シ
ステムが稼動していましたから、そのことも頭にいれた検討だったと言え
ます。実際に新中央固書館が開館したのは計画や検討から 7-8年を経過
してからです。その理由は建設予定地の埋蔵文化財調査が長引いたことな
どがあります。
新しい中央図書館は、おおよそ400万冊収容可能な大きな固書館です。
まだ開館 5年ということで建物もきれいですし、なによりも 旧図書館が閉
架式であったものを、新図書館では大部分を開架式にしたということも
あって利用者にと っては使い易い図書館ができたと考えています。
しかし、ご承知のようにこの10年間の情報化の進展、それにともなう固
書館業務 ・運営のさま変りは大変なものでした。そのために施設・設備の
面でいくら新しい図書館といっても対応しきれない部分も多くなっていま
すし、とくに施設などの簡単に直すことのできない部分では今後苦慮する
ことも沢山でてくるだろうと感じています。
このような施設 ・設備の他に、情報化ということで多くの図書館が取り
組んだのは書誌データベースの構築です。早稲田大学の場合、85年にシス
テム (WINE)が本稼動し、遡及入力を含む書誌データの作成が始まりま
した。この遡及入力の中で、 和書についての特徴のひとつは現物、つまり
本そのものからのデータ作成、言い換えれば再整理をおこなったというこ
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とです。再整理をおこなうことは、日常新たに受入れられる本があるわけ
で、医l書館職員の数を大幅に増員しなければできません。そこで、書店、
紀伊国屋書店ですが、 そことの共同事業という形でおこないました。紀伊
国屋書店がデータ入力要員を30名出し、作成されたデータを図書館職員が
点検するということです。
紀伊国屋書店は共同で作成されたデータを他の大学図書館等の遡及入力
に提供し ましたので、早稲田単独のデータというだけでなく、作られた
デー タの共有化もできたわけです。こうして約 6年余りの年月をかけて早
稲田大学図書館所蔵の和書のうち、大正期以降刊行された固書のデータ
ベースが完成しました。こうして作成されたデータは60万件以上にのぼり
ます。ついでに言っておきますと洋書に関しては、 OCLCで冊子体目録
やカードをもとに遡及入力を行いました。この中央固書館での遡及の他、
4つのキャンパス図書館の遡及入力も終了しており、現在は各研究所等の
遡及入力に取り掛かっているところです。
こうしてできた早稲田データベース、WINEデータベースのうち28万
件あまりの和書データがOCLCに搭載されていますし、和書、洋書全体
が先にもご紹介いたしましたようにテルネットを通じて世界に公開されて
おります。公開後、 ILL等の申し込みがこれまで以上に増加しておりま
して、国際的な資料の共有化、共同利用に一歩踏み出すことができたので
はないかと考えております。
日本の各大学でも所蔵資料のデータベース化は着実に進展していると言
えると思います。そこで、所蔵資料のデータベース化、公開（日本ではま
だ少ないのですが）の次の段階を模索しているのが日本の各大学の課題と
なっています。それは、情報の発信や受信です。先程も国立国会図書館の
方から国会図書館関西館の電子図書館構想が話されました。これからの固
書館はかつてのように単に資料を保管し、閲覧させるだけでなく、各図書
館と協力し合って利用者にきめ細かいサービスを行う必要があると考えて
います。その手段として資料の電子化とその利用が大きな課題となってき
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ています。情報の受信ということは日本でもポピュラーなことになってき
ています。設備と金を投ずればそれなりのことはできるわけです。しかし、
情報の発信ということになると、受け手の要望も考え、それに見合う資料
が自館にあるのかなどいろいろ考えなければならないことがでてきます。
とくに大学固書館にあっては、自分の大学の研究成果であるとか、所蔵資
料についての情報発信が必要であると思います。国家的規模で行うべきも
の、商業ベースで発信されるものなどがありますが、大学図書館として発
信すべきもの、たとえば海外で日本関係資料を扱っておられる司書や研究
者の方々がどのような情報発信を望んでいるのかということを聞かせても
らえればと思います。
現在日本の私立大学は経営的な危機状態にあります。18歳人口 （大学へ
の入学年齢）がどんどん減少していってます。そのため私立大学は生き残
りをかけた競争で必死です。大学の宣伝ということが重視されていて、そ
の一つとしていかに情報発信をしていくかが課題となっています。その情
報発信のひとつはホームページなどですが、今後はもっと資料のテキス
ト・データベースの発信が充実してくるだろうと思います。
つぎに資料の寄贈や交換についてお話ししたいと思います。
日本の私立大学図書館の大部分が加盟しています「私立大学図書館協
会」という団体があります。この団体にある書籍保管業者、簡単に言いま
すと図書を主に預かる倉庫業者ですが、ここが創立10周年を記念しまして、
協会に「寄贈図書の保管並びに配送業務の無償提供」の申し入れを行いま
した。これは各固書館が重複図書を有し、それらを海外の囮書館に寄贈し
ようとしても、搬送費用の出所がなく、重複図書が徒に埃を被っている。
それをこの会社が搬送費用を負担して海外の固書館へ寄贈するお手伝いを
しようとの試みでした。たしかに早稲田の例をとりますと、寄贈の申し込
みは多く、 1件あたり 3-5千冊単位の寄贈があります。和書の場合です
と、この内の 7-8割くらいが所謂重複本です。一概に重複本といっても
複数持っているべき本もありますし、本当は所蔵しているものが汚損した
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りしていることもあるわけですから、所蔵資料との入れ替えなどをおこな
わなければならないわけで、重複しているからどこかへ寄贈してしまえと
いうことではないのですが、いかんせんスペースの狭さというのは、日本
の大学共通の悩みです。先程も申しましたが早稲田などは今でこそ大きな
規模の図書館となりましたので多少の余裕がありますが、それでも新中央
図書館開館前には狭陰化に悩み、埼玉県の北のはずれに保存書庫を持って
いまして、そこには重複図書などが保管されています。慶應は山中湖、立
教は埼玉県の新座に別置書庫を持っています。そこに比較的利用されない
固書を収容しているのですが、正直な話、重複している図書をどうしよう
かと悩んでいること、たかだか200万冊くらいで入れるスペースがないと
おたおたしてしまう現状というのは情けない気がしないでもありません。
さきほど申しました業者の寄贈図書の搬送サービスは 3年間 6回という
限定がついています。もう既に 3回が実施されました。その実施状況をみ
ると、寄贈対象となった大学はやはりアメリカ、アジアが大部分です。
ヨーロ ッパもありますが、送られた本の冊数はごく少量です。今日この会
議に参加の皆さんもこのような試みに関心があることと思います。
この重複図書の寄贈あるいは寄贈• 交換をどのようにやるかということ
ですが、やはり一対ーでの関係がよいのかと思います。つまり個々の図書
館同士で実施するのがよいかと思います。一対ーでやるということは、そ
れぞれの固書館同士のコミュニケーションが非常に大切です。保管に困っ
て、重複していればなんでも寄贈してしまおうということでなく、受入側
がどのような本を必要としているかを把握する必要があるでしょう 。やは
り寄贈するときには必要としているものをきちんと贈ることが重要で、例
えば重複図書のリストを送って、それでチェックしていただくような作業
が大事だろうと思います。リスト作りはデータベースの構築が進めば、機
械的に作成することができます。そのようにして密接なコミュニケーショ
ンを基礎として寄贈を行うべきでしょう 。また、寄贈だけでなく、交換な
ども盛んになっていくのではないでしょうか。
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付け加えれば、現在の海外への寄贈は搬送費の負担を企業の好意に頼っ
ているわけですが、先にも述べましたように期間、回数が限定されていま
す。今後継続的に寄贈や交換を行なっていくためには、例えば国際交流基
金などを巻き込んだ形で制度的な整備をはかる必要があるかと思っていま
す。
つぎに図書館間の協力のひとつとして、図書館職員の研修があります。
日本の多くの大学屈書館では図書館職員の海外機関での研修が盛んに行わ
れています。早稲田でも毎年のようにアメリカや中国の大学図書館へ職員
を研修に派遣し、アメリカや中国の図書館職員を研修のため受入れていま
す。この研修が漫然とした「お手伝い」になってはならないと考えていま
す。目的の明確な研修をおこなう必要があります。情報化の進展によって
研修という形をとらなくてもよいものも多くなってきています。しかし、
それぞれの図書館が所蔵している資料、たとえばコレクションなどに手を
ふれて、全貌を把握することも必要です。そこで、あるコレクションの整
理という目的をもって研修に行くというようなこともできればと思ってい
ます。そのことについても多くの海外の図書館との結び付きを強めていき
たいと考えています。
今、日本の私立大学図書館はかなり危機的な状況にあると思っています。
そのような状況を打破するひとつとして、資料の分担収集、共有化・共同
利用などがあると考えています。それは国内のみならず、海外も含むもの
だろうと思います。早稲田大学図書館は海外大学図書館との協力関係を強
めることによって、より充実した固書館サービスを展開できると考えてい
ます。
ご清聴ありがとうございました。
（ほんま さとる 図書館事務副部長）
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